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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ＳＤＡＲＡ標準により複数のデジタル変調の衛
星信号とデジタル変調の地上信号とを受信するためのダ
イバーシチ受信装置。
【解決手段】伝送安全性を改善するためかつ同時にＭ－
ＰＳＫ方法による第１衛星のデジタル変調衛星無線信号
５ａと、Ｍ－ＰＳＫ方法による第２衛星のデジタル変調
衛星無線信号５ａと、同じＨＦチャンネル帯域幅Ｂの隣
接する高周波数帯域で地上放送無線ステーションによっ
て伝送されるＣＯＦＤＭ方法によりデジタル変調受信信
号５ｂとを調整的に受信するためのＳＤＡＲＳ標準また
は同様の標準によるデジタル衛星無線信号用ダイバーシ
チ受信システムであって、アンテナダイバーシチ機能を
ダイバーシチ機能なしに普通に使用された受信システム
から標準部分として使用可能な構成部材を僅かに変形さ
せることにより実現可能としたものである。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　２つのデジタル変調衛星信号と１つのデジタル変調地上信号を受信するためのダイバー
シチ受信装置であって、該ダイバーシチ受信装置には
　ａ）衛星信号を受信するための信号通路と地上信号を受信するための信号通路とを有す
るアンテナモジュールと、
　ｂ）地上又は衛星信号を搬送するための出力をそれぞれ有するアンテナモジュールに設
けた少なくとも２つの出力と、
　ｃ）衛星信号用の高周波入力と地上信号用の高周波入力とを有する受信機と
を備え、該受信機には
　　ｉ）アンテナモジュールの少なくとも２つの出力に対応する少なくとも２つの入力を
有する少なくとも１つの論理切り換え装置と、
　　ｉｉ）受信機内に配設されかつ少なくとも１つの論理切り換え装置に接続された複数
の別個の受信レベル試験装置と、
　　ｉｉｉ）複数の別個の受信レベル試験装置に接続された各衛星チャンネルと地上チャ
ンネル用の複数のＨＦ－ＩＦ素子と
を設け、更にダイバーシチ受信装置には
　ｄ）アンテナモジュール上の少なくとも２つの出力から受信機内の論理切り換え装置ま
で延伸する複数の高周波ラインを備え、該高周波ラインがダイバーシチにより最も良好な
信号を選択できるように衛星信号用及び地上信号用の別個のチャンネルを形成することを
特徴とするダイバーシチ受信装置。
【請求項２】
　更に少なくとも１つの追加のアンテナモジュールを備え、前記受信機には４つの高周波
ラインにより供給される４つの高周波入力を設け、少なくとも１つの論理切り換え装置を
制御する複数のＨＦ－ＩＦ素子が少なくとも１つの論理切り換え装置を通して高周波ライ
ン上に最も良好な信号を与えることを特徴とする請求項１に記載のダイバーシチ受信装置
。
【請求項３】
　２つのデジタル変調衛星信号と１つのデジタル変調地上信号を受信するためのダイバー
シチ受信装置であって、該ダイバーシチ受信装置には
　ａ）少なくとも２つの出力を有するアンテナモジュールを備え、該アンテナモジュール
には、
　　ｉ）垂直偏波用のアンテナ素子と、
　　ｉｉ）第１アンテナ素子と第２アンテナ素子とから成る円偏波用のアンテナ結合と、
　　ｉｉｉ）円偏波用の第１アンテナ素子と円偏波用の第２アンテナ素子から異なる信号
を交互に供給するためにアンテナ結合に接続させた切り換えスイッチと、
　　ｉｖ）その入力を切り換えスイッチと垂直偏波用のアンテナ素子とに接続させた論理
切り換え装置と、
　　ｖ）アンテナモジュール内に配設させかつ切り換えスイッチと論理切り換え装置とに
接続させた受信レベル試験装置と
を設け、更にダイバーシチ受信装置には
　ｂ）アンテナモジュールに接続させた受信機を備え、ダイバーシチにより最も良好な信
号を選択できるように受信レベル信号及び符号サイクル信号をアンテナモジュールの受信
レベル試験装置に供給することを特徴とするダイバーシチ受信装置。
【請求項４】
　２つのデジタル変調衛星信号と１つのデジタル変調地上信号を受信するためのダイバー
シチ受信装置であって、該ダイバーシチ受信装置には
　ａ）少なくもと２つの出力を有するアンテナモジュールを備え、該アンテナモジュール
には
　　ｉ）垂直偏波用のアンテナと、
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　　ｉｉ）第１アンテナ素子と第２アンテナ素子とから成る円偏波用のアンテナ結合と、
　　ｉｉｉ）円偏波用のアンテナ結合と垂直偏波用のアンテナとに接続されかつアンテナ
モジュール出力に連結されている論理切り換え装置と、
　　ｉｖ）アンテナモジュール内に配設されかつ垂直偏波用のアンテナと円偏波用のアン
テナ結合との２つの信号通路に接続された受信レベル試験装置と
を設け、更にダイバーシチ受信装置には
　ｂ）アンテナモジュールの出力に連結させた受信機を備え、該受信機がダイバーシチに
より最も良好な信号を選択できるように受信レベル信号及び符号サイクル信号をアンテナ
モジュールの受信レベル試験装置に供給することを特徴とするダイバーシチ受信装置。
【請求項５】
　少なくとも２つのデジタル変調衛星信号と少なくとも１つのデジタル変調地上信号を受
信するためのダイバーシチ受信装置であって、該ダイバーシチ受信装置には
　ａ）少なくとも２つのアンテナモジュールと、
　ｂ）少なくとも２つのアンテナモジュールに接続させた複数の高周波ラインとを備え、
該複数の高周波ラインには衛星信号の受信を搬送する少なくとも１つの信号通路と地上信
号の受信を搬送する少なくとも１つの信号通路とを設け、各アンテナモジュールには地上
信号用の出力と衛星信号用の出力とを設け、
　ｃ）ｉ）複数の高周波ラインに接続させた少なくとも１つの論理切り換え装置と、
　　ｉｉ）少なくとも１つの論理切り換え装置に接続させた複数の受信レベル試験装置と
を設けたセレクターモジュールと、
　ｄ）複数の高周波ラインを介してセレクターモジュールに接続させた受信機とを備え、
該受信機にはセレクターモジュール中の複数の受信レベル試験装置に帰還させる受信レベ
ル及び符号サイクル信号を含んでいる衛星信号のための高周波入力と地上信号のための高
周波入力とを設け、受信レベル信号及び符号サイクル信号に応答して論理切り換え装置が
アンテナモジュールから受信機までの最も良好な信号に切り換えるように少なくとも１つ
の論理切り換え装置の各々の出力を複数の高周波ラインを介して受信機の高周波入力に接
続させたことを特徴とするダイバーシチ受信装置。
【請求項６】
　前記セレクターモジュールが１つだけの論理切り換え装置を有することを特徴とする請
求項５に記載のダイバーシチ受信装置。
【請求項７】
　ａ）ｉ）円偏波用のアンテナ結合と、
　　ｉｉ）垂直偏波用のアンテナ素子と
を有するアンテナモジュールを備え、アンテナモジュールには衛星信号用の単一通路と地
上信号用の単一通路とを設け、
　　ｉｉｉ）少なくとも１つの論理切り換え装置をアンテナモジュール内に配設し、少な
くとも１つの論理切り換え装置を円偏波用のアンテナ結合に接続させると共に垂直偏波用
のアンテナ素子に接続させ、２つの単一通路の信号を論理切り換え装置に供給し、
　　ｉｖ）受信レベル試験装置をアンテナモジュール内に配設すると共に少なくとも１つ
の論理切り換え装置に接続させ、
　ｂ）アンテナモジュールからの複数の信号を搬送するための少なくとも１つの高周波ラ
インを備え、
　ｃ）少なくとも１つの高周波ラインに接続させた受信機を備え、該受信機には衛星信号
と地上信号とを分岐する信号を有する１つの共通の高周波入力を設け、受信レベル信号と
複数の符号サイクル信号とを受信機で結合させ、そしてダイバーシチによる最も良好な信
号を受信機に接続させたアンテナモジュールから選択するために論理切り換え装置を選択
的に切り換えるようにアンテナモジュール内の受信レベル試験装置に供給することを特徴
とするダイバーシチ受信装置。
【請求項８】
　アンテナモジュール内に設けた円偏波用のアンテナ供給には複数のアンテナ出力と、該
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複数のアンテナ出力に連結され、かつその出力を論理切り換え装置に接続させ、そして受
信レベル試験装置に応答する切り換えスイッチとを備えたことを特徴とする請求項７に記
載のダイバーシチ受信装置。
【請求項９】
　少なくとも２つのアンテナモジュールを４つのアンテナモジュールから構成し、各アン
テナモジュールには地上及び衛星信号用の結合アンテナを設け、アンテナダイバーシチを
実現させるために空間中において最大限の方向を網羅するように４つのアンテナモジュー
ルを取付けたことを特徴とする請求項５に記載のダイバーシチ受信装置。
【請求項１０】
　少なくとも２つのアンテナモジュールを４つのアンテナモジュールから構成し、各アン
テナモジュールには地上及び衛星信号用の結合アンテナを設け、アンテナダイバーシチを
実現させるために空間中において最大限の方向を網羅するように４つのアンテナモジュー
ルを取り付けたことを特徴とする請求項６に記載のダイバーシチ受信装置。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は自動車用のデジタル変調地上無線信号及び／又はデジタル変調衛星無線信号を
受信するためのダイバーシチ受信装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、商標「ＳＤＡＲＳ」により使用されている型式のものと同様の最近の衛星無線
システムは衛星の移動によって発生される多重伝播、シェージングおよび受信状態の変化
により生じる高いビット誤り率を時間によって分岐される信号内容の多重伝送によって減
少している。ＱＰＳＫ－変調信号は２つの衛星により、時間によって分岐されて、伝送さ
れる。都市圏において、支持目的のため情報内容を有する地上放送のＣＯＦＤＭ－変調信
号も同じ方法において時間によって分岐されて伝送される。各々の場合において約４ＭＨ
ｚの周波数分離を有する約ｆ＝２．３３ＧＨｚの異なる周波数帯域、即ち密接に隣接する
周波数帯域で伝送される信号は別個の高周波数／中間周波数（ＨＦ－ＩＦ）成分を有する
受信機で受信され、そしてデジタル情報はチャンネル間の時間における種々の変化を補償
することにより評価される。従ってシステムは周波数ダイバーシチの原理に基づいて作動
し、それによって伝送通路はそれらのダイバーシチのため異なる信号の非相互関連の受信
を行うことができる。しかし、特に、都市圏の区域、木々によって遮蔽される区域、丘の
区域において、別のダイバーシチ機能を通してシステムを支持することが必要である。
【０００３】
　上述した受信状態下において、衛星によって伝送された信号は直接的な伝送通路を介し
て受信位置において受信されるものではなく、しかも地上伝送信号は多数回反射される波
の統計的な重なり合いを受け、波の多数回の反射はレーリー波またはライス波による確率
密度分布を有する公知の多重方向フェージングを導く。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　本考案の１つの目的は能率的でかつ安価なアンテナダイバーシチ装置を形成させること
ができるデジタル変調衛星信号とデジタル変調地上信号を受信するダイバーシチ受信装置
を提供することにある。
【０００５】
　本考案の他の目的はダイバーシチ装置に関する費用とダイバーシチ効率とのバランスを
十分かつ有効に維持することができるダイバーシチ受信装置を提供することにある。
【０００６】
　本考案のその他の目的はΔｎｔ ｏ ｔ ａ ｌ の効率を有するアンテナダイバーシチ機
能を有効に得るためのダイバーシチ受信装置を提供することにある。
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【０００７】
　それゆえ、これらの目的を達成させるため、本考案はＳＤＡＲＳ基準または同様の基準
によってデジタル変調衛星信号およびデジタル変調地上信号を受信するためのダイバーシ
チ受信装置を備えることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この課題は請求項１に記載のダイバーシチ受信装置により解決されるもので、本考案は
２つのデジタル変調衛星信号と１つのデジタル変調地上信号とを受信するためのダイバー
シチに受信装置であって、該ダイバーシチ受信装置が衛星信号を受信するための信号通路
と地上信号を受信するための信号通路とを有するアンテナモジュールと、地上又は衛星信
号を搬送するための各々の出力を有するアンテナモジュール用の少なくとも２つの出力と
、衛星信号用の高周波入力と地上信号用の高周波入力とを有する受信機とを備え、該受信
機がアンテナモジュールの少なくとも２つの出力に対応する少なくとも２つの入力を有す
る少なくとも１つの論理切り換え装置と、受信機内に配設されかつ少なくとも１つの論理
切り換え装置に接続された複数の受信レベル試験装置と、複数の受信レベル試験装置に接
続された各衛星チャンネルと地上チャンネル用の複数のＨＦ－ＩＦ素子とを有し、更にア
ンテナモジュールの少なくとも２つの出力から受信機内の論理切り換え装置まで延伸する
複数の高周波ラインを設け、該高周波ラインがダイバーシチにより最も良好な信号を選択
できるように衛星信号用及び地上信号用の別個のチャンネルを形成するものである。
【０００９】
　３つの受信チャンネルの１つのダイバーシチ動作に必要な最小受信レベルの不足の確率
を計算するために、Ｐｄ ＝Ｐｓ ｎ が使用される。この式において、Ｐｓ は各受信チャ
ンネルにおける単一アンテナによる衛星または地上受信信号の必要な最小受信レベルの不
足の確率を表わしており、そして“ｎ”は受信チャンネルの１つにおける信号に関するダ
イバーシチ効率を表わしている。受信機のデジタル部分に存在する全ての有効なダイバー
シチ効率ｎｔ ｏ ｔ ａ ｌ に関するシステム全体のダイバーシチ効率は伝送通路ｎＳ Ｄ
 Ａ Ｒ Ｓ ＝３を考慮して計算され得る。この計算において、３つのすべての信号のため
に同じ不足の確立Ｐｓ を予測した場合についてｎｔ ｏ ｔ ａ ｌ ＝ｎｔ ＋ｎｓ １ ＋
ｎｓ ２ を有するｐｄ ｔ ｏ ｔ ａ ｌ ＝ｐｓ ｎ ｔ ｏ ｔ ａ ｌ の結果として生じる
エラー確率が出現する。ここで、ｎｔ ，ｎｓ １ ，ｎｓ ２ は地上チャンネル又は第１
および第２衛星チャンネルの対応するダイバーシチ効率である。従って、システムの全て
のダイバーシチ効率は値ｎｔ ｏ ｔ ａ ｌ を有している。アンテナ装置だけのダイバー
シチ効率による全体装置のダイバーシチ効率の増加は、それゆえ、Δｎｔ ｏ ｔ ａ ｌ 
＝ｎｔ ｏ ｔ ａ ｌ －ｎＳ Ｄ Ａ Ｒ Ｓ として計算される。この基準値はダイバーシチ
アンテナ装置の能力を説明する。
【００１０】
　各場合に同じ情報が伝送されるが、しかし時間によって分岐される高周波チャンネルの
特別な構造および異なる性質のため、効率を評価するための基準はこれまで知られたアン
テナダイバーシチ装置に適用される基準と異なっている。従って、以下に説明する本考案
によって特定される装置に関する重要な要因は使用し得るアンテナおよび受信機に関する
経費を軽減し、本考案により特定された種々のアンテナダイバーシチ装置を実現するため
に必要な手段を簡単化し、アンテナダイバーシチ装置により達成され得るダイバーシチ効
率を増大させることにある。
【００１１】
　本考案によって特定されかつ具体的に記載されるダイバーシチ受信装置の有利な構成を
以下に説明する。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１２】
　ダイバーシチ受信装置の基本動作モードを図１により以下に説明する。アンテナ装置１
から取得し得るすべての信号に対する個別のアクセスを有する受信信号レベル表示器３６
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ａ，３６ａ´，３６ｂと、受信レベル試験素子２５ａ，２５ａ´，２５ｂと、論理回路切
り換え素子２ａ，２ａ´，２ｂとを備えた別個のチャンネル受信機３ａ，３ａ´，３ｂが
各周波数チャンネルと関連している。相互関係のない方法において作動するアンテナ装置
１中のｚ数のアンテナを有するチャンネル受信機３ａ，３ａ´，３ｂの出力上のデジタル
受信されたすべての情報の重なり合いのため、その結果は３×ｚのダイバーシチ効率およ
び値Δｎｔ ｏ ｔ ａ ｌ ＝３×（ｚ－１）である。ＳＤＡＲＳ基準による受信機３はこ
の形状において使用できない。そのうえ、高周波ライン４６に関する経費は比較的高い。
【００１３】
　他の図に説明しかつ図示した構成の特別な利点はできるかぎり基本形状において使用し
得る多数の電子構成体としてのダイバーシチ装置の使用に基いている。それゆえ、その目
途はアンテナダイバーシチ機能を達成することにあり、ダイバーシチ機能を有しないＳＤ
ＡＲＳ受信システム用に製造されている構成体をできるだけ少ない経費でΔｎｔ ｏ ｔ 

ａ ｌ の効率を有するアンテナダイバーシチ機能を備えるものに形成することにある。も
ちろん、衛星無線システムＳＤＡＲＳは実施例に照らして本考案に関して説明されねばな
らず、そして本考案によって特定されるようなアンテナダイバーシチ装置の効率が具体的
な方法、即ち図示されるような方法において選択される。本考案は、したがって、各々同
様に考えられる衛星無線システムに適用され得る。
【００１４】
　地上放送信号用の別個の接続地点４８と衛星信号用の接続地点４９とを含んでいるアン
テナモジュール４０は図２に示されている。図２は地上放送信号および衛星信号用の別個
の出力を有するアンテナモジュール４０と、入力上に論理回路切り換え素子を含んでいる
受信機とを備えている本考案による装置を示す図である。このようなアンテナモジュール
は例えばパツィオカス氏等によりＸＭ衛星、ＳＡＥ　２００１－０１－１３２８；ＩＳＳ
Ｎ　０１４８－７１９１［３／２００１］（ＰＡＴＳＩＯＫＡＳ　ｅｔ　ａｌ．ｉｎ　Ｘ
Ｍ　Ｓａｔｅｌｌｉｔｅ；ＳＡＥ　２００１－０１－１３２８；ＩＳＳＮ　０１４８－７
１９１［３／２００１］）に記載されている。しかしながら、異なる型式の構造および同
様な特性を有する多数のアンテナモジュールは多くの場合に小さいサイズを有し、そして
上首尾に市場で使用されている。２つの衛星信号用の共通の入力および地上伝送信号用の
別個の入力を有する受信機がそのアンテナモジュールのために使用可能である。それゆえ
、図２において、本考案によって特定されるようなアンテナダイバーシチ装置を構成する
ために、受信機３のみが設けられ、この受信機３は各々衛星チャンネルおよび地上放送チ
ャンネル用の別個のＨＦ－ＩＦ素子４２および受信機入力上に配置させた論理回路切り換
え素子４７ａ，４７ａ´，４７ｂを各場合に制御するための別個の受信レベル試験素子２
５ａ，２５ａ´，２５ｂを有している。受信機３の入力は互いに独立している２つの信号
が地上信号用の接続地点４８または衛星信号用の接続地点４９に使用し得る信号を選択す
ることによって衛星チャンネルおよび地上チャンネルに使用し得るような方法において対
応して協働する論理回路切り換え素子４７ａ，４７ａ´，４７ｂを有している。加えて、
受信機のチャンネルの各々に割り当てられている受信信号レベル表示器３６ａ，３６ａ´
，３６ｂの形状で存在する中間周波数レベルを決定するための少ないコストの整流回路が
設けられており、そして各場合に受信機３の入力上に配置された論理回路切り換え素子４
７ａ，４７ａ´，４７ｂを制御するための受信レベル試験素子２５ａ，２５ａ´，２５ｂ
が設けられている。これらに関連して帯域の各々で使用可能である信号の非相互関係のた
めに、ｎｓ １ ＝２，ｎｓ ２ ＝２，またはｎｔ ＝２のダイバーシチ効率、すなわち、
各場合に２のダイバーシチ効率が衛星チャンネルの各々の帯域および地上チャンネルの帯
域の各々について受信機において使用可能であるので、全体の結果はΔｎｔ ｏ ｔ ａ ｌ
 ＝３×２Ｂ３＝３となる。２つの衛星チャンネルおよび１つの地上チャンネルを有する
無線システムの実現に関する経費の背景に対して、アンテナダイバーシチなしで、ｎＳ 

Ｄ Ａ Ｒ Ｓ ＝３のダイバーシチ効率が基準値として得られ、３の効率利得を生じるアン
テナダイバーシチに関する経費は受信機側の通常の経費に対して比較的低くなる。受信機
入力上の論理回路切り換え素子は低い経費で受信機の入力に収容させることができる。ま
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た、高価な高周波ライン４６に鑑みて、自動車の伝送ラインについてさらに経費は発生し
ない。
【００１５】
　自動車の車体がフロントガラス、屋根及びリアーガラスでおおわれていない場合に、本
考案によるアンテナモジュール４０を自動車の前方領域にそして自動車の後方領域に他の
アンテナモジュールを収容させることができ、これを図３に示してある。図３は図２に示
したものと同様の装置を示しているが、互いに分離させて自動車に取り付けた２つのアン
テナモジュール４０を備えている。アンテナモジュール４０は地上信号および衛星信号用
の別個の出力を有している。このような実施例の形態は例えばコンバーチブル自動車のよ
うな固定した屋根のない自動車に関してとくに有益である。図３に示した構成に関してＳ
ＤＡＲＳ受信機は受信機入力に論理回路切り換え素子４７ａ，４７ａ´，４７ｂを有し、
該受信機入力は２つのアンテナによって使用可能であるすべての信号に対してすべてのチ
ャンネルの別個のアクセスを有する４つの高周波入力を備えている。２つのアンテナによ
って供給されるすべての信号の非相互関係のために、アンテナダイバーシチはΔｎｔ ｏ 

ｔ ａ ｌ ＝３×４Ｂ３＝９を生じる。しかしながら、この高いダイバーシチ効率は衛星
受信機に連通する高価な高周波ライン４６の使用を必要とする。
【００１６】
　図４に示した本考案の他の有利な実施例において、２つの高周波入力を有する受信機３
が使用されている。符号サイクル信号１８ａ，１８ａ´，１８ｂおよび受信レベル信号３
０ａ，３０ａ´，３０ｂのみがチャンネルの各々に関して受信機から出力され、そして高
価でない制御ラインを介してアンテナモジュール４０に供給され、アンテナモジュール４
０には受信レベル試験素子２５ａ，２５ａ´，２５ｂと論理回路切り換え素子５０の両方
を存在させると共に、必要ならば、切り換えスイッチ５１を同様に存在させる。アンテナ
モジュール４０には垂直偏波用の送信アンテナ素子４４が備えられ、そして円偏波用の送
信アンテナ結合４５の第１送信アンテナ素子４５ａおよび第２送信アンテナ素子４５ｂと
が設けられている。アンテナモジュール４０中の切り換えスイッチ５１は円偏波用の送信
アンテナ結合４５の第１送信アンテナ素子４５ａおよび第２送信アンテナ素子４５ｂの両
方の別個のアクセスを行うと共に円偏波自体の送信アンテナ結合４５のアクセスを行う。
本考案によれば、垂直偏波用の送信アンテナ素子４４によって受信される信号とともにこ
れらの信号は論理回路切り換え素子５０を介して交互にかつ互いに独立して衛星信号用の
接続地点４９に供給される。同様に、これらの信号は衛星信号用の接続地点４９で使用さ
れ得る信号から独立して切り換え信号５３に依存する地上信号用の接続地点４８に選択的
に使用可能である。本考案の装置は地上放送受信用のＨＦ－ＩＦ素子４２ｂに供給される
信号が最高の振幅を有する信号として形成されるように４つの信号から選択されることを
示している。送信アンテナ素子４５ａ，４５ｂの１つの信号と円偏波自体の送信アンテナ
結合４５上の信号との間の信号の部分的な相互関係を考慮して、ｎｔ ＝３．２のダイバ
ーシチ効率は地上放送通路用に従う。本考案によれば、最小電圧を超えている２つの衛星
信号の最高の数を含んでいる衛星信号用の接続地点４９に常に信号が現れるような方法に
おいて、信号はダイバーシチ装置の制御を介して、衛星信号用の接続地点４９で選択され
得る。２つの衛星チャンネルの各々のためにｎｓ １ ＝ｎｓ ２ ＝２．５の低いダイバー
シチ効率がこの接続地点に得られる。ｎｔ ｏ ｔ ａ ｌ ＝ｎｔ ＋ｎｓ １ ＋ｎｓ ２ の
全体のダイバーシチ効率はΔｎｔ ｏ ｔ ａ ｌ ＝５．２で８．２となる。この構成は受
信機に要求される変形が極端に低い経費と関係しており、そして高いダイバーシチ効率が
アンテナモジュール４０において実施される電子測定によって得られる特別な利点に関係
している。送信アンテナ素子を切り離すためかつパワー分割およびライン減衰作用を補償
するためのＨＦアンテナ増幅器用のアンテナモジュールが設けられている。
【００１７】
　図５に示される受信機システムは図４のものと同一である。少ない経費を要求するアン
テナモジュールにおいて、この受信機システムは衛星信号用の接続地点４９および地上信
号用の別個の接続地点４８を含んでいるアンテナとして実現されている。その結果として
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、アンテナモジュール４０はアンテナ中の衛星通路の出力上の信号と地上通路の出力上の
信号とが各場合に地上信号用の接続地点４８および衛星信号用の接続地点４９に交互に供
給させるために、アンテナモジュール４０内の論理回路切り換え素子５０に供給される。
地上通路から又は衛星通路からの信号の選択は受信レベル試験素子２５を有する論理回路
切り換え素子を制御することによって達成される。図４の構成と比較した差異は一方にお
いて２つの衛星チャンネル用の最適信号及び他方において地上チャンネル用の最適信号が
地上放送信号用の接続地点４８および衛星信号用の接続地点４９の両方において互いから
独立して使用可能であるため、アンテナ中で使用し得る低い数の信号から生じる。地上信
号用の接続地点４８上で信号の非相互関係のために、ｎｔ ＝２のダイバーシチ効率は地
上通路について生じる。これに関連して上述した理由で２つの衛星チャンネルの各々にｎ

ｓ １ ＝ｎｓ ２ ＝２１．７の低いダイバーシチ効率が生じる。かくして、全体のダイバ
ーシチ効率はΔｎｔ ｏ ｔ ａ ｌ ＝２．４によりｎｔ ｏ ｔ ａ ｌ ＝ｎｔ ＋ｎｓ １＋
 ｎｓ ２ ＝５．４となる。この構成は論理回路切り換え素子５０のみがアンテナモジュ
ール４０に設けられているため、すなわち、該論理回路切り換え素子５０が受信レベル試
験素子２５ａ，２５ａ´，２５ｂによって制御されているため、経費に鑑みてとくに好都
合である。ダイバーシチ効率Δｎｔ ｏ ｔ ａ ｌ ＝２．４において得られるダイバーシ
チ機能と相当の利得に対する低い経費のため、この構成はとくに有益である。
【００１８】
　好適な方法で自動車に高周波ライン４６を取り付ける場合に、それらの構造の型式のた
めに、アンテナモジュール４０用の幾つかの取付け場所を必要とする自動車に関して、ア
ンテナおよび受信機から離れている都合の良い位置に自動車に取付けられるセレクタモジ
ュール５２を使用することがとくに必要である。かかる構成は図６に示されている。とく
に好都合なのはセレクタモジュール５２を使用することにあり、セレクタモジュール５２
は地上信号用の別個の接続地点４８と衛星信号用の接続地点４９を有するＳＤＡＲＳ用と
して使用可能であり、それらの信号はセレクタモジュール５２に存在する論理回路切り換
え素子２ａ，２ａ´，２ｂに供給される。通常、それは受信機に関する場合であるので、
受信機３は２つの衛星チャンネル用の１つの入力および地上チャンネル用の１つの入力を
含んでいる。従って、該入力の各々にそれらの分離および自由な選択のため４つのアンテ
ナ信号が使用できる。アンテナによって供給された信号のすべての非相互関係のため、地
上チャンネルのダイバーシチ効率はｎｔ ＝４になる。２つの衛星チャンネルに関して、
これはこの関係においてこれら２つのチャンネルの各々に関してｎｓ １ ＝ｎｓ ２ ＝２
．８のダイバーシチ効率を生じる。かくして合計のダイバーシチ効率はΔｎｔ ｏ ｔ ａ 

ｌ ＝６．６によりｎｔ ｏ ｔ ａ ｌ ＝ｎｔ ＋ｎｓ １ ＋ｎｓ ２ ＝９．６となる。こ
の値はアンテナモジュール４０用の取り付け場所間の距離が小さい場合（距離が実質上１
波長より小さくない（または短くない）場合）であっても達成され得る。アンテナモジュ
ールとセレクタモジュール間の高周波ライン用の経費はこの方法において低く保持させる
ことができる。
【００１９】
　コストの減少を得るために、すべての衛星および地上チャンネル用の１つのみの高周波
入力を有するそれらのＳＤＡＲＳ受信機３が構成部材として使用されている。構成部材と
して使用されかつ互いから離して取付けられている２つのアンテナモジュール４０を有す
るかかる受信機の有益な使用により得られる構成は図７に示されている。図６に示した構
成とは反対に、信号はセレクタモジュール５２に存在する論理回路切り換え素子２を介し
ていつでも受信機３に伝送されるように選択されている。本考案によれば、これは４つの
使用可能なアンテナ信号から衛星および地上信号の最大数を安全に受信している１つの信
号を選択することによって達成される。特にセレクタモジュール５２と受信機３との間の
距離が大きい場合に、そのように増大した高周波ライン４６の節約は重要である。アンテ
ナによって供給される信号のすべての非相互関係により、衛星信号および地上信号のダイ
バーシチ効率はｎｓ １ ＝ｎｓ ２ ＝ｎｔ ＝２．４になる。かくして合計のダイバーシ
チ効率はΔｎｔ ｏ ｔ ａ ｌ ＝４．２によりｎｔ ｏ ｔ ａ ｌ ＝７．２となる。かかる
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構成は２つのアンテナが互いにあまりに離れ過ぎずに自動車に取り付けられ、しかも波長
に関連して互いから適切な距離を有する場合にとくに有益であり、その結果アンテナとセ
レクタモジュール５２との間のケーブル接続は少ない経費で実現することができ、そして
高周波ライン４６のための経費は、受信機について単一の入力のみが存在するため、低く
なる。
【００２０】
　とくに低い経費により実現される本考案によって特定されるダイバーシチシステムが図
８に示されている。受信レベル試験素子２５ａ，２５ａ´，２５ｂを備えた論理回路切り
換え素子５０によってわずかな範囲だけ変形された１つのアンテナモジュール４０のみが
この装置に使用されている。受信機３は１つの単一の高周波入力のみを備えている。単一
の高周波ライン４６に必要とされる経費はしたがって低い。地上信号通路および衛星信号
通路からの信号は１つのアンテナ接続地点２１で交互に使用可能である。すべてのチャン
ネルに関してそれから生じるダイバーシチ効率はｎｓ １ ＝ｎｓ ２ ＝ｎｔ ＝１．５に
なる。かくしてΔｎｔ ｏ ｔ ａ ｌ ＝１．５という結果になる。アンテナ装置における
ダイバーシチ効率のこの利得は前述の実施例に比較して低いと思われる。しかしながらこ
の低い利得は低い追加の経費と比較させねばならず、そして例えば別のチャンネルの設定
と関連する経費に比較させるとき十分に正当と認められる。
【００２１】
　本考案によって特定されるような装置の他の有益な実施例が図９に示され、図９におい
ては図４に使用されたものと同一のアンテナモジュール４０が使用され、そして図８に関
して説明した受信機と同様の１つのみの高周波入力を備えた受信機３が使用されている。
本件において、図８に関連して得られるものより優れたダイバーシチ効率が達成され、ア
ンテナ接続地点２１で交互に使用可能なアンテナ信号の数が高いという事実のために、高
周波ライン４６についてとくに低い経費を有している。これは図９のアンテナモジュール
４０の高い経費の助けによって達成される。すべてのチャンネルについてそれから生じる
ダイバーシチ効率はｎ１ ＝ｎｓ １ ＝ｎｓ ２ ＝２．２になる。その結果はΔｎｔ ｏ 

ｔ ａ ｌ ＝３．６である。図７に示された構成により達成されたものと比較してダイバ
ーシチ効率のこの顕著な利得はアンテナモジュール４０中の切り換えスイッチ５１ととも
に論理回路切り換え素子５０のような電子手段の助けによって得られる。この解決策に関
する利点はアンテナの１つの取り付け場所のみが自動車に必要とされるという事実に関す
る高周波ラインについての低い経費にある。
【００２２】
　できるだけ目だたないアンテナがとくに自動車産業界において所望されている。従って
、本考案によれば、従来導入されたアンテナを使用する代りに衛星受信および地上受信用
の特別な特性を有し、目だたずかつ簡単なアンテナ素子５４が地上および衛星信号の組み
合わせアンテナの形状で使用されねばならないことが提案されている。かかるアンテナ素
子５４は多数のものを種々の取り付け場所において自動車に取り付けられている。公知の
パッチアンテナはその目的に同様に極めて適している。自動車の窓ガラス上に４つのアン
テナを含んでいる構成は車両に一体にされているアンテナを導いている。図１０は複数の
簡単な個々のアンテナから構成されているアンテナ装置を示している。図１０は地上およ
び衛星信号用の組み合わせアンテナを有する複数の単一アンテナモジュール４０と、自動
車に別個に取り付けられるセレクタモジュール５２と、衛星および地上信号用の別個の入
力を有する受信機３とを備えた装置を示している。それらの機能原理は図６に示した装置
と同一である。これらのアンテナによって供給される信号のすべては相互関係がないため
に、地上チャンネルのダイバーシチ効率はｎｔ ＝４になる。２つの衛星チャンネルに関
して、各チャンネルのダイバーシチ効率はｎｓ １ ＝ｎｓ ２ ＝２．８になる。かくして
合計のダイバーシチ効率はΔｎｔ ｏ ｔ ａ ｌ ＝６．６により、ｎｔ ｏ ｔ ａ ｌ ＝ｎ

ｔ ＋ｎｓ １ ＋ｎｓ ２ ＝９．６となる。かかる構成はすべて３次元方向の有利な扇形
保護範囲により受信がレーリー分布なしの区域において、したがって衛星および地上信号
の直接入射を有する領域において保証される特性を有する。これは車両に一体にされるア
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ンテナを使用することができることを意味している。
【００２３】
　図１１は、図１０に示したアンテナ装置の好都合な変形例を示しているが、しかし１つ
のみの高周波入力を備えた受信機を使用している。図１１は図１０に示したシステムと同
一のシステムを示すが、しかしすべての信号に関して１つのみの高周波入力を備えた僅か
に変形された受信機を有している。セレクタモジュール５２と受信機３との間の高周波ラ
イン４６はこの場合に省略されている。すべてのチャンネルに得られるダイバーシチ効率
はｎｔ ＝ｎｓ １ ＝ｎｓ ２ ＝２．４となり、かくして、Δｎｔ ｏ ｔ ａ ｌ ＝４．２
となる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】効率および技術的経費に関して本考案により最適化され得るアンテナダイバーシ
チ装置の動作モードを説明する基本的な構成を示すブロック図である。
【図２】地上および衛星信号用の別個の出力を有するアンテナモジュールと受信機入力上
に論理回路切り換え素子とを含んでいる本考案によるダイバーシチ受信装置を示すブロッ
ク図である。
【図３】図２に示したものと同様のダイバーシチ受信装置を示すブロック図である。
【図４】２つの接続地点上において３つまたは４つの異なるアンテナ信号を別個に切り離
すためのアンテナモジュールを有する本考案のダイバーシチ受信装置を示すブロック図で
ある。
【図５】図４に示したものと同様のダイバーシチ受信装置を示すブロック図である。
【図６】２つのアンテナモジュールを有している本考案のダイバーシチ受信装置を示すブ
ロック図である。
【図７】図６に示したものと同様のダイバーシチ受信装置を示すブロック図である。
【図８】地上および衛星信号通路中の信号を選択的に切り離すためのアンテナモジュール
と１つのみの高周波入力を備えた受信機とを有する本考案のダイバーシチ受信装置を示す
ブロック図である。
【図９】変形されたアンテナモジュールを備えた図８のものと同一のダイバーシチ受信装
置を示すブロック図である。
【図１０】衛星および地上信号用の別個の入力を有する受信機と、自動車に別個に取付け
るセレクタモジュールと、複数の単一のアンテナモジュールとを有する本考案のダイバー
シチ受信装置を示すブロック図である。
【図１１】図１０に示したものと同様のダイバーシチ装置を示すブロック図である。
【符号の説明】
【００２５】
１　　　アンテナ装置
２　　　論理回路切り換え素子
３　　　受信機
３ａ，３ａ´，３ｂ　　　　　　チャンネル受信機
５ａ，５ａ´，５ｂ　　　　　　受信信号
１８ａ，１８ａ´，１８ｂ　　　符号サイクル信号
２０　　アンテナ装置
２１ａ，２１ａ´，２１ｂ　　　接続地点
２５ａ，２５ａ´，２５ｂ　　　受信レベル試験素子
３０ａ，３０ａ´，３０ｂ　　　受信レベル信号
３６ａ，３６ａ´，３６ｂ　　　受信信号レベル表示器
４０　　アンテナモジュール
４１　　ＨＦアンテナ増幅器
４２　　ＨＦ－ＩＦ素子
４４　　垂直偏波用の送信アンテナ素子
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４５　　円形偏波用の送信アンテナ結合
４５ａ　第１送信アンテナ素子
４５ｂ　第２送信アンテナ素子
４６　　高周波ライン
４７ａ，４７ａ´，４７ｂ　　　論理回路切り換え素子
４８　　地上信号用の接続地点
４９　　衛星信号用の接続地点
５０　　アンテナモジュール中の論理回路切り換え素子
５１　　アンテナモジュール中の切り換えスイッチ
５２　　セレクタモジュール
５４　　地上および衛星信号用の組み合わせ送信アンテナ素子
Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３．．．　　　　　別個に利用可能な切り換え位置
λ　　　波長
ｆ　　　搬送周波数

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】



(14) JP 3142595 U 2008.6.19

【図１１】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

